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まえがき

ここ数年において、政治や経済の動きをみると、日本の国内外を問わず変革が著しい傾

向にあります。日本語および日本事情の学習とその教育的配慮は、このような世の中の変

遷とも大きく関わっています。

最近までは、日本国内の外国人就労者とその家族たちへの日本語および日本事情の啓蒙

あるいは教育について需要が高くありました。一方、製造業等を主体とした日本企業の海

外への流出により外国人の日本国内での就労者数は頭打ちとなり、逆に海外への日本企業

の製造拠点の移動等により、海外で事業を実施する日本企業での就労に向けた現地での日

本理解が重要になってきています。

日本へ来る留学生については、これまでの日本語で専門課題を学習する正規生に加えて、

留学の様態が多様化しています。日本語で学習し短期で単位の取得等を目指す特別聴講学

生や、主に英語で教育を受けるG30学生など、自本語に対する需要も大きく多様化してい

ます。また、留学生の出身国籍も多様化しており、異なる母語をもっ日本語学習者への柔

軟な教育が必要となり、かつ教育を支援するための研究課題も増えてきています。

特に短期間の留学においては、学習の効率化が重要となり、補足自習教材等の充実が必

要です。また、英語で教育を受ける学生や研究を実施する研究者たちにも、日本での生活

を支援できるような日本事情の教材が必要です。このような異なる要求に応じた白習用

e-learning教材等の開発は、大学等の高等教育研究機関への学生・研究者の受入れのため

に必須であり、大学等の国際化をさらに支援できるものと思料します。平成22年度に文部

科学省より認定を受けた筑波大学留学生センターの全国共同利用日本語・日本事情遠隔教

育拠点は、平成26年度が最終年度となりますが、今後も国内の教育連携ネットワークを強

化し、日本語・日本事情の教材、教育法の発信、遠隔教育による海外との交流および国際

ネットワーク構築につなげてゆくことが、引き続き本学の責務であろうと考えます。

2014年 2月

留学生センター長

渡遺和男
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あとがき

筑波大学留学生センターは、平成25年度に 2つの大きな日本語プログラムの改編を行っ

た。 1 つは、筑波大学が 3 学期制から 2 学兵~ . 6モジュール制へと移行したのに伴い、各

学期10週間のコースから、春学期と秋学期、各15週間のコースへと改編されたことである。

もう iつは、留学生センターの日本語科目が全学の科目履修管理システムTWINSに登録

されるようになったことに伴い、協定校からの学群短期留学生のための総合日本語科目

(単位有り)と、従来通りの日本語補講科目(単位なし)を分けたことである。

この 2つの改編に対応するため、留学生センターの日本語担当教員は、新しいシラパス・

カリキュラム作り、教材の開発、 113コースから新コースへのレベル対応のルール作り、

TWINSを利用した新しい科目登録システムを学内および留学生たちに周知させることな

どに全力を尽くしてきた。センター始まって以来の大規模な改編であり、それらにかなり

の精力を使わざるを得なかったためか、本センター論集29号への投稿は、前号と比べて多

かったとは言えない。

しかしながら、本号には新たな研究への取り組みの論文も寄せられ、また、プログラム

改編前の18カリキュラム下での教育の総括、新カリキュラムの下での授業報告、日本語・

日本事情遠縞教育拠点の報告や多文化メンタルウェルネス心理教育プログラムの報告など、

多岐にわたる様々な投稿があった。また、本号からは留学生センタ一日本語等教育部門の

教員全員で編集委員会を構成することとなった。本号に掲載されている寄稿「留学生セン

タ一日本語コースにおける授業評価一2013年度春学期の授業評価アンケート報告-J か

らも分かるように、新カリキュラムの日本語コース・クラスの授業は受講生たちから一定

の満足度を持って受け入れられたようである。改編が願調に進んだのは、センター長をは

じめ、センターの他部門の先生方、留学生交流課、および非常勤の日本語教員の方々の協

力と献身的な支援があったからこそであり、心から感謝申し上げたい。

一方、大学全体の国際化・グローバル化という流れの中で、来年度は、留学生センター

の改組という新たな課題が控えている。留学生センターの教員、留学生交流課の職員が心

を合わせ、新たな課題と取り組んでいかねばならない。筑波大学における日本語教のさら

なる充実、改善のために、引き続きご協力とご支援をお願いしたい。

2014年 2月

留学生センタ一日本語等教育部門長

加納千恵子



「日本語教育論集」の編集発行について

1. Iヨ的

(昭和63.9.29改訂)

(平成 2.2.20改訂)

(平成18.1.24改訂)

(平成26.1.27改訂)

日本語教育およびその関連領域に関する教育研究上の成果を編集発行する。

2.編集委員会等

「日本語教育論集Jの編集発行に関する事項を審議するための編集委員会を置き、編

集委員会は編集委員で組織する。

3. 編集委員

留学生センター臼本語等教育担当部門の教員によって構成する。

4 .編集委員の任期

編集委員の任期は、 i年とするが、再任を妨げない。

5 .投稿資格

原則として、本学の専任・非常勤教員とする。

共著の場合は、上記の教員が l名含まれていればよい。

また、共同研究者、研究協力者など、留学生センター長が適当と認める者。

6. 投稿論文の分野

日本語教育およびその関連領域に関するもの。

7 .投稿論文の採否

編集委員あるいは編集委員の委嘱する専門家の査読の結果により、編集委員会が採否

を決定する。

8. 使用言語および書式

使用言語は日本語または英語とするが、編集委員会で認める限りどの言語でもよい。

原稿は編集委員会の定める書式に従い、長さは原則として20ページを越えないものとす

る。

9.発行回数

原則として、年 1回とする。

毎年、 9月初旬に投稿申し込み、 10月初旬に投稿締切、査読を経て12月初旬に最終原

稿締切、翌年2月末に発行予定とする。

10. その他

本論集は、筑波大学電子図書館に登録されている。
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